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日本政治の「４つの転換（チェンジ）」

参議院選挙が７月４日公示され、２１日の投票日に向けて１７日間の激しい選挙戦がスタートしました。日本共産党の志位委員長は「自共対決」が明確になった選挙戦の様相を示し、日本政治の四つの転換を訴えました。　　　　　　　　　第１は、国民の所得を奪う政治から、所得を増やし景気回復を図る政治への転換。　ｐ社会全体を「ブラック企業」に変える雇用のルール破壊、大企業に「大胆な減税」の一方で庶民には消費税など「空前の大増税」。所得を奪う「毒矢」ばかりをそろえたアベノミクス。「共産党への１票で増税勢力に怒りの審判を下し、増税を中止に追い込もう」と力説し、大企業が抱える２６０兆円の内部留保の一部を活用した賃上げを突破口に日本経済を健全な成長軌道に乗せる「暮らし第一の経済成長戦略」を対案として示し、「国民の所得を増やし景気回復を―この願いを日本共産党の１票に託してほしい」と訴えました。　　　　　　　　　　　　　　　第２は、原発にしがみつく政治から「原発ゼロの日本」への転換。　　　　　　　　ｐ原発事故の収束も原因究明もできず、なお１５万人が避難生活を強いられているもとで、再稼働と原発輸出を「成長戦略」に位置づけた安倍政権の暴走を厳しく批判。「即時原発ゼロ」の政治決断と、再生可能エネルギーへの大転換を提起し､｢自然エネルギー先進国・日本を―この願いを日本共産党の１票に託してほしい｣と呼びかけました｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３は、憲法をないがしろにする政治から、憲法を守り生かした政治への転換。　ｐ憲法９条を変えて「海外で戦争をする国」づくり、その「突破口」として改憲のハードルを下げる９６条改定。９６条改定反対の一点で立場を超えた共同を呼びかけ、９条を守り生かした平和外交を提唱。「平和憲法を守ろう―この願いを党をつくって９１年、反戦平和を貫いてきた日本共産党にお寄せください」と力説しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第４は、「アメリカいいなり政治」から、自主・独立･平和日本への転換｡　　　　　ｐ農業も国民皆保険も食の安全も壊して、日本を丸ごと米国に売り渡す環太平洋連携協定（ＴＰＰ)参加の即時撤回を要求｡沖縄県民の総意を踏みつける米軍普天間基地の辺野古｢移設｣やオスプレイの強行配備を厳しく指弾。「『アメリカいいなり政治』の根源―日米安保条約を廃棄し、真の主権回復を図り、対等・平等の日米友好条約を結ぼう」と訴えました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐそして「日本共産党を伸ばせば、国民の声で動く新しい政治に必ず変わる」と気迫を込めて支持を呼びかけました。
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/　　　　　

ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野宅）　　　　　　　　　

６月議会　請願に対する賛成討論より
６月議会は、６月１２日の市長の１８議案の提案説明等から始まり、本会議では代表質疑（石田議員）・議案質疑・一般質問（星野議員、前号に報告）が行われ、常任委員会・特別委員会が開かれました。途中、職員と特別職の給与改訂の２議案が出されましたが、国からの押付け・職員の生活実態を考えていない等で反対しました。７月２日の最終日には、３つの修正案の採決（いずれも否決）と１８議案の採決が行われました。日本共産党桑名市議団は、修正案には反対し、１８議案中７議案に反対しました。請願４件については、１つは趣旨採択でありましたが、基本的にいずれも賛成しました。その後人事案件の議案が２件あり、教育委員会委員の任命同意には反対し、固定資産評価員の選任同意には賛成しました。
星野公平議員は、４つの請願のうち３つの請願に次の様に賛成討論をしました。
１、ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）への参加に反対する請願
この請願を出された団体は、三重県の保険医協会、民主商工会、農民連、三重労連、年金者組合、生活と健康を守る会、新日本婦人の会、自治労連、民医連の９つの団体からです。いずれの団体も私たちの切実な要求を取り上げ、私たちの命と暮らしを守っています。
ＴＰＰ参加は、日本を亡国の道へと進ませます。日本の農業が成り立たなくなると全国の農協の人たちも反対しています。農業だけでなく、ＴＰＰというのは、人・モノ・金の移動を国境なく自由にしていくもので、アメリカ型のルールを日本に押し付けるという枠組みです。医療では自由診療が導入され、日本の世界に誇れる国民皆保険が（お金がなければ医療を受けられなくなる）崩されようとしています。雇用のルールの破壊も強く危惧されます。
委員会での審査では、各委員（委員長を除いて７名）から意見開陳が行われました。請願に賛成２名、棄権１名、請願に反対は４名で、参加すべきだと思っている方１名、他の委員ははっきりと意見を述べられませんでした。採決の結果は、賛成２名の賛成少数のため採択されませんでした。
私たちは、この請願に反対する大きな理由はないと思います。是非、この請願に賛成していただき、ＴＰＰ参加をストップさせて、日本の農業を医療を商売を守って行こうではありませんか。
２、新病院建設場所の検討と太陽の光を求める請願書
この請願は、病院が寿町の１号館跡にできると、高さ４５ｍの高層(裏面へ続く)建築物であり、昼間の太陽が奪われ、健康が害される恐れのある近隣住民５名からだされています。
委員会当日、建設現場の視察をした際に、近隣住民の方が来られ、悲痛な訴えをされました。莫大な借金（当初予定より５０億円以上ともいわれる）を更に市民に負担させようとしています。新病院の建設にどれだけのお金がかかるのか当局は明らかにしません。安上がりの病院を作れとは言っていません。混雑した狭い土地、一部市道の上空も占拠する、海抜ゼロメーター地帯につくるのではなく、国も言っている様に南海トラフの地震でも安心な広大な高台に建設を見直した方が、長い目で見た場合、得策ではありませんか。
委員の皆さんの意見開陳では、心情は分かるが、ここまで進んできている、今場所を変えるのは大変、再検討は難しい、でした。日照権については設計の中で最大の配慮をするようにとの意見がほとんどの委員から出されました。採決の結果は、委員長報告にありましたように、賛成は１名のみで、不採択でした。将来に大きな借金と禍根を残さないために議員の皆さまの賢明なる判断をお願いします。
３、消費税増税中止意見書の採択を求める請願
この請願は、商売をやっておられる中小零細の団体である「桑名員弁民主商工会」から出されています。
そもそも税金は能力に応じて負担すべきものです。消費税は、収入のない子どもから年金暮らしの老人まで一律に負担させる酷税（残酷で苛酷な）です。中小の商売をやっておられる方は、消費税分を消費者に転嫁できず、３月の納税の時期になると、借金をしてまで納めている状況もあります。かたや輸出大企業では多額の戻し税があります。
委員会では、各委員（委員長を除いて６名）から意見開陳が行われ採決が取られました。請願に賛成１名。請願に反対５名でした。理由は、これからの高齢化社会、社会保障費が増えてくる。少子化で税収が増えないから、消費税増税は必要。やむをえない。しかたない。消費税増税に賛成。付帯事項（経済状況を見てこの秋に判断）がついている。消費税は公平だと思っている。自分の生活の中で、生活に直結していない物を上げれば。採決の結果は、賛成１名の賛成少数で不採択となりました。
　もっと消費税の本質を知る必要があるのではないでしょうか。今度の増税が実施されたら、アベノミクスで一部の金持ちは潤っているようですが、ほとんどの人の所得や年金、更には生活保護費も下げられ、物価は上がる一方で、市民の生活は破壊されていきます。議会の力で消費税増税にストップをかけ、市民の皆さんのくらしを守って行こうではありませんか。
以上であります。議員各位の請願３件へのご賛同よろしくお願いします。
反貧困全国キャラバン２０１３プレイベント　　　　　ｐ６月２９日（土）１２：３０から名古屋市中区役所ホールで行われました。　　【テーマ】は「アベノミクスで私たちのくらしは本当に良くなるのか？」　　　　【内容】は、以下の６項目にわたりました。
1、 Ａｓｉａｎまんはったん　ミニＬｉｖｅ　歌　鈴木崇之　反貧困キャラ
バンテーマソング「日本中を車で走る」ほか。歌は上手い。今回のキャラバン（１０月）では、テーマソング「日本中を車で走る」を是非広めたい。
2、 開会挨拶　笹田参三弁護士　　ソニー美濃加茂工場閉鎖の話（フィリピ
ン人が多かった。住民税の減免を初めて行った。）８月から生活保護費が下げられる問題。６月２６日生活保護法の改悪法案が廃案になった。
3、 当事者発言（第１部）生の声
（1） 大学院生の奨学金返済問題
有利子奨学金のため借金を抱えて社会へ出ていく不安を訴えられる。返済問題や人生設計にもつながり不安だ。
（2） 障害のある方の生活保護生活
　保護受給者への風当たりは強く、人に言うと差別を受ける。「貧困問題トークジ
ャンボリー」のようなトーク＆交流で元気になっている。
（3） 離婚した母子家庭の生活
　多重債務の夫と離婚、４人のこどもの修学旅行で苦労。
（4） 労働問題
　病気で休職したが、うつ病を理由に職場復帰を認めない事務所を提訴。
（5） 外国人研修生　　中国人の問題を報告。
4、 基調講演　伊藤恭彦（名市大教授）「さもしい人間」著者
「貧困の放置は罪なのかー公正な社会を目指してー」講演のキーワードから。　　Ｗell-being（人間らしい生き方）は奪われていっている。１０人に１人が心の病に苦しんでいる。貧困と格差が放置され正当化されている。経済成長が貧困を解決すると言われてきた。貧困は自己責任であるという説も。私益（利己）の追及が公共悪＝不正義を発生。現在、恵まれた状況にある人も、その地位にあるのは相当程度「運」の作用、いつ「運」（偶然性）によって生活が転変するか分からない。逞しいセイフティーネット構築、生存権の再認識が必要。
5、 トーク＆インタビュー　雨宮処凛（作家）　相手　村田弁護士
雨宮処凛さんてどういう人物なんか掴めなかった。プレカリアートとは。　　　

何故「反貧困ネットワーク」の副代表をしておられるのかなあ。
6、 閉会挨拶　水谷英二　司法書士
　訴え。イベント終了後栄周辺をパレード。勝負は秋のキャラバンだ。県毎の取り組みが勝負だ。

当事者発言はリアルに訴えられた。伊藤恭彦先生の講演をメインに参加したわけだが、理解できない所が多かった。最後には「さもしい人間」で締めくくられた。
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